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技術の概要

国の機関　 １　件　（九州　　１件　、九州以外　0件　）　
自治体　　　２　件　（九州　　２件　、九州以外　0件　）　
民　 間　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　

２．技術の内容

５．活用実績

安全・防災　　維持管理 　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

　ボックスカルバートに付随するウイング工は、従来、現場打ちコンクリートにより形成されておりま
した。そのため、施工現場において型枠の組立、現場打ちコンクリートの打設、養生、型枠の撤去な
どの現場作業が必要となり、工期が長期化するとともに施工手間が増大してしまう不都合がありま
した。

　本製品は、ボックスカルバートに付随するウイング工を製品化したものです。
　底版部、地覆部を除いた主部材をプレキャスト化することにより、特殊な技術を必要としません。
そのため、省人・省力化に加え、品質、施工性の向上と工期短縮が期待できます。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

　プレキャストLウイングは、部材がL型形状となっています。横倒しにしたL型部材を積み重ねて施
工するため、安定して施工性を行なうことができます。
　ボックスカルバートに加えて、ウイング工も二次製品化することにより、工期短縮、施工性が向上
します。

４．技術の適用範囲

　ボックスカルバートの外壁からウイングの先端までの最大張り出し長さは8mとします。
　今後、既設のプレキャストボックスカルバートや現場打ちボックスカルバートへの接続を検討予定
です。
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